
平成 21 年 9 月 24 日 
 

第４回 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）に関する自主行動計画 
フォローアップ調査結果 

日本製紙連合会 
 

日本製紙連合会の「揮発性有機化合物（ＶＯＣ）」に関する自主行動計画」の進捗状

況を確認するため、本年 4月に平成 21 年度フォローアップ調査を実施した。 

 
１．目標 
（1）法規制による削減も含めたＶＯＣ総排出量の削減を目指す。 

（2）参加会社の年間総排出量 100 トン以上の 5 物質を対象とする（トルエン、メチル

エチルケトン、酢酸エチル、イソプロピルアルコール及びメタノール）。 

（3）平成 12 年度を基準年度とし、5物質合計で 20 年度までに 68％、22 年度までに 75％

削減する。なお、わが国で排出源が多い関東、中部及び関西地区のうち、当業界

では排出量の多い関東地区のみを参考指標として、上記 5 物質合計で基準年度比

79％削減する。 

 

２．調査項目 
調査対象：53 社 120 工場（会員会社 37 社及び一部関連会社含む） 

回  答：ＶＯＣ排出：24 社 39 工場、未回答：2社 2工場 

調査年度：平成 12 年度及び平成 16～22 年度 

調査項目：工場・事業所別のＶＯＣの使用量、排出量、平成 20 年度に実施した削減

対策及び今後の削減計画等 
 
３．調査結果 
(1)全国の排出について（結果を表 1、２及び図 1、2に示す） 

ⅰ）基準年度の排出量の内訳は、法規制対象分が 87.6％、裾切り対象分が 6.2％、法規

制対象外分が 6.2％であった。 

 

ⅱ）平成 20 年度は、従来と同様に法規制対象分の削減対策投資の先取り効果により、

削減率は 65.6％であったが、中間目標の 68％削減には若干未達であった。 

 

ⅲ）今後の見通し 

平成 22 年度は法規制対象分の削減に向けた設備投資が強化されることにより、削

減率は 76.4％と予想され、最終目標の 75％を達成することができる見通しである。 
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表 1）5物質の年度別使用量及び排出量 

使用量 排出量 使用量 排出量 使用量 排出量 使用量 排出量
法 規 制 対 象 分 13,130 8,544 11,564 2,373 12,475 2,464 12,763 1,344
裾 切 り 対 象 分 669 608 553 493 585 519 577 454
規 制 対 象 外 分 1,717 606 1,204 494 1,414 624 1,451 505

合　　　計 15,516 9,758 13,321 3,361 14,474 3,607 14,791 2,303
全体削減率 65.6% 63.0% 76.4%

法規制対象分削減率 72.2% 71.2% 84.3%

（単位：トン）
平成12年度実績 平成20年度実績 平成21年度推定 平成22年度推定

 
表 2）今後の主な排出削減計画（法規制対象分） 

 
（単位：トン）

Ａ社 ＶＯＣ処理設備導入等 14
Ｂ社 Ｖ Ｏ Ｃ 処 理 設 備 導 入 74
Ｃ社 Ｖ Ｏ Ｃ 処 理 設 備 導 入 946
Ｄ社 Ｖ Ｏ Ｃ 処 理 設 備 導 入 82

1,115合　　計

平成21年度
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図 1）5物質の排出量推移 

 

図 2）5物質の削減率推移 
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(2)関東地区の排出について に示す） 

5.4％、法規

 

）平成 20 年度は、従来と同様に法規制対象分の削減対策投資の先取り効果により、

 

）今後の見通し 

減を大幅に達成しており、今後の排出削減に向けた計画は未定と

な

3）5物質の年度別使用量及び排出量 

 

使用量 排出量 使用量 排出量 使用量 排出量 使用量 排出量
法 規 制 対 象 分 3,422 1,902 2,432 227 3,052 252 3,052 252
裾 切 り 対 象 分 109 109 0 0 0 0 0 0
規 制 対 象 外 分 25 20 9 9 7 6 6 6

合　　　計 3,556 2,031 2,440 236 3,059 259 3,058 258
削 減 率 88.4% 87.3% 87.3%

法規制対象分削減率 88.0% 86.7% 86.7%

平成20年度実績 平成21年度推定 平成22年度推定
（単位：トン）

平成12年度実績

（結果を表 3及び図 3、4

ⅰ）基準年度の排出量の内訳は、法規制対象分が 93.6％、裾切り対象分が

制対象外分が 1.0％であった。 

ⅱ

削減率は 88.4％であり、中間目標及び最終目標の 79％削減を達成した。 

ⅲ

既に目標の 79％削

っている。しかし、排出量に若干の増減があっても、最終目標は達成できる見通しで

ある。 

 

表

 

図 3）5物質の排出量推移 
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図 4）5物質の削減率推移 

 

3)5 物質以外のＶＯＣの排出量推移（結果を表 4に示す） 

出量の推移を示す。 

 

4）5 物質以外のＶＯＣの排出量推移 

 

以上 
 

 
(

参考までに、当業界から発生する 5 物質以外のＶＯＣの排

表

（％）

（単位：トン）

平成12年度実績 平成18年度実績 平成19年度実績 平成20年度実績

5物質 9,758 4,316 3,846 3,361

その他(37物質) 407 307 285 250
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